
 

 

                                                             令和２年４月１５日 

                                            

                                    長崎県病害虫防除所長 

 

令和２年度病害虫発生予察 注意報第１号 

 

いちご ハダニ類（ナミハダニ、カンザワハダニ） 
 

１．発生地域（対象地域）  県内全域 

 

２．発生程度    多 

 

３．注意報発令の根拠 

（１）４月前期の巡回調査（２６筆）の結果、寄生株率は１９.５％（平年８.８％）、発生圃場率

は８０.８％（平年４８.８％）と平年より高かった（図１、２）。 

 

 

４．防除対策 

（１）下葉の裏に多く寄生するので、薬液が葉裏に十分かかるように丁寧に散布する。 

（２）既に多発している圃場では、１回の薬剤散布のみでは薬剤の付着むら等で効果が不十分とな

る場合があるので、効果を確認しながら数回の連続散布を行う。 

（３）薬剤の選定は薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和 2年長崎県病害虫防除基準 P214

～217の「作用機構による分類（IRAC）」参照）の薬剤を連用しない。なお、薬剤感受性低下

の恐れが少ない気門封鎖剤は、卵に対する効果が低いので５～７日おきに連続散布を行う。 

（４）天敵を放飼している圃場では、天敵に影響の少ない薬剤を散布する（表１）。なお、薬剤散

布に当たってはラベルを確認し、使用回数等、使用基準を遵守する。 
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図１ いちご ハダニ類 寄生株率
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図２ いちご ハダニ類 発生圃場率
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注 意 報 
 



 

 

表１ 殺ダニ剤の作用機構分類及び天敵への影響 

殺虫剤の作用

機構分類 

（IRAC） 

農薬商品名 チリカブリダニ

への影響 

ミヤコカブリダ

ニへの影響 

25A スターマイトフロアブル 〇 〇 

25A ダニサラバフロアブル 〇 〇 

25B+21A ダブルフェースフロアブル × × 

21A ダニトロンフロアブル × × 

21A ピラニカ EW × × 

20B カネマイトフロアブル 〇 〇 

UN マイトコーネフロアブル 〇 〇 

10A ニッソラン水和剤 〇 〇 

10B バロックフロアブル × × 

30 グレーシア乳剤 × × 

13 コテツフロアブル × × 

6 コロマイト水和剤 × × 

6 アファーム乳剤 × × 

3A アーデント水和剤 × × 

― アカリタッチ乳剤 〇～△ 〇～△ 

― サンクリスタル乳剤 〇～△ 〇～△ 

― 粘着くん液剤 〇～△ 〇～△ 

― フーモン 〇～△ 〇～△ 

※ －：物理的作用（気門封鎖） 

※ 日本生物防除協議会資料およびメーカー資料を参考にした。 

○：影響なし、△：やや影響あり、×：影響あり 

 

 

○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。 

 「長崎県病害虫防除所ホームページ」 アドレス：http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/ 
○この情報に関するお問い合わせは、電話でお願いします。 

  長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：０９５７-２６-００２７ 

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/

